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渋
谷
、
ハ
チ
歿
前
］
‥
い
湯
。
そ
こ
に
は
た

そ
し
て
機
動
隊
も
、
そ
の
た
く
さ
ん
の
人

ア
ニ
ア
メ
と
ム
で
・
か
大
量
に
投
げ
ら
れ

　
く
ち
び
る
泗

よ
う
な
女
の
ｍ

で
、
早
く
帰
ｎ

め
い
た
。
そ
Ｅ

個
別
的
に
お
心

な
官
犬
に
ど
心

は
シ
ッ
ポ
石

え
て
あ
げ
た
。

う
、
な
れ
合
い

年
に
も
一
人
心

い
け
と
い
っ
｀

ご
迂
に
ざ
く
一
一

句
に
び
り
、
一

Ｘ
ｙ
員
・
く
渡
・

い
た
青
年

ヒ
い
う
・
と

＿　りｌｌｍｍｍｍｍｍⅢｌｍｍｌｍｍｍ川聞ｍｍｍ¶

でΞ
温ミ

たべ渚な常かい席向は
向は　て　イ

いしし火防ホ

てなかは.々ッ

｀いしサ白ス

あ　゜い　ッいル

㎜　ミ　　皿　-．　●Ｊ-- － Ｊ

い
な
い
ぞ
、
・

か
く
あ
の
時

常
に
静
か
で

な
の
か
そ
れ

湾
か
恐
怖
か

べ
ぱ
叫
ぶ
ほ

な
の
か
。

の
何
か
は
、

私
達
の
前
に
、
一

け
れ
ど
、
二
唇

備
に
比
べ
た
ら
、

身
に
付
け
て
い
ｆ

Ｌ
／

恍
っ
て
い
て
、
薦
は
鬼

ヽ
、
１
１
．
。
時
に
な
る
と
国
電

返
い
と
し
つ
こ
く
し
つ

答
わ
せ
て
ロ
ポ
ッ
ト
ど

学
さ
い
と
い
い
に
来
乙

払
お
ば
さ
ん
が
道
を
旅

昌
き
り
振
り
、
非
常
に

乙
と
そ
ぱ
で
そ
れ
を
眠

ｙ
一
い
っ
た
。
歩
道
の
片

限
ッ
ト
が
近
づ
き
、
苓

　
万
年
は
、
縦
波
こ
こ
に

　
ロ
ボ
ッ
ト
は
強
烈
な
六

与
吠
き
落
し
て
お
い
ｆ―

■

こ
働

・
・
・
・

'
s
s
j
¥
1

ノ
ッ
キ
ラ
棒
に
ド
ナ
っ
｀

号
が
、
赤
で
も
罠
ら
｀

ソ
ト
は
回
路
が
混
乱
し
、

・
ぶ
い
え
な
く
な
っ
て
Ｉ

に）･lさ7戸
えぶ誓

な’゜れ

i犬R

芒　，i

T　い

心
な
何
か
を
待
っ
て
い
ｆ

ん
か
ら
何
か
来
る
、
と
｀

大
貝
、
舞
台
へ
あ
が
っ
｝

い
舞
台
と
客
席
の
区
別

め
の
広
場
は
何
か
を
表
’

い
人
ば
か
り
み
た
い
な
Ｉ

凹
題
な
の
ぺ
あ
れ
は
’

砧
か
。
す
な
わ
ち
そ
柊

飛
落
し
て
い
く
現
代
な
Ｉ
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Ξ
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く
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Ｉ
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国
際
反
戦
デ
ー
荒
れ
る

大
弾
圧
で
千
百
二
十
二
人
が
逮
捕

　
四
回
目
を
迎
え
九
十
・
二
Ｉ
国
際
反
戦
一
Ｔ
の
十
月
二
十
一
日
は
、
明
か
ら
雨
雲
が
ど
ん
よ
り
こ
低
く
４
一
れ
こ
め
夕
方
か
ら
小
雨
に
ご
っ
た
。
機

勁
ば
に
剖
圧
さ
れ
証
言
は
柵
気
味
に
静
回
り
か
首
煩
い
て
い
亘
回
言
・
匹
に
私
服
と
ジ
且
ノ
ル
ミ
ン
柘
だ
け
と
い
う
Ｊ
函
汐
状
態
で
あ
っ

た
。
朝
の
・
り
ち
日
家
集
剛
性
木
部
、
米
軍
横
田
基
地
、
Ｘ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
突
入
し
言
疋
達
は
、
午
碗
に
な
っ
て
、
築
地
中
央
市
場
、

東
京
駅
ハ
重
一
洲
口
に
現
わ
れ
火
災
ビ
ン
蕊
号
投
げ
て
逃
走
し
た
。
一
方
、
中
核
渥
の
学
生
と
ぼ
戦
の
労
働
者
は
国
電
高
田
馬
坦
駅
を
一
時
占
拠

し
、
機
働
呼
一
衝
突
し
た
。
す
戦
場
と
見
ら
れ
て
い
た
新
宿
で
は
、
禄
側
ぱ
の
仙
］
い
規
制
に
あ
っ
て
、
藍
壷
千
人
が
新
宿
大
ガ
ー
ド
付
近
で
機
動

隊
と
対
峙
し
、
午
授
四
時
す
ざ
に
は
、
中
核
派
の
学
生
、
約
百
二
十
人
が
烈
鄙
鍼
内
に
突
入
し
た
。
ぺ
不
運
に
結
集
し
鋸
崔
、
市
民
、
絢
子
五
召

人
は
国
″
炭
田
橋
駅
ガ
ー
ド
付
近
に
バ
リ
ケ
ー
ド
を
築
い
て
、
抵
抗
し
け
。
一
方
、
社
共
当
集
今
は
句
万
人
が
不
順
し
て
代
々
本
当
回
八
丁
］
ふ

わ
れ
た
。
以
下
、
高
田
馬
傷
・
浙
宿
］
を
中
心
に
ル
ポ
風
に
お
っ
て
み
ご
。

高
田
馬
場
か
ら
新
宿
へ

　
問
治
託
り
三
八
体
潟
圧
ろ
目
白
通

り
か
ら
、
一
回
塚
方
向
に
目
を
移
す
と
、

言
ぱ
ら
に
通
り
過
び
る
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

の
合
間
に
、
数
個
の
赤
い
パ
ト
カ
ー
の

ラ
ン
プ
が
光
っ
て
い
る
。
「
あ
れ
は
学

生
が
悪
い
よ
ネ
ー
。
角
材
を
持
っ
て
道

い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
ん
だ
モ
ー
ン
。
道

の
片
側
を
通
れ
ぱ
い
い
の
に
サ
ー
。
砺

か
白
ヘ
ル
メ
ッ
ト
だ
っ
ら
い
ｒ
リ
。
」
隣

で
ず
っ
と
見
物
し
て
い
た
オ
バ
サ
ン
が

得
意
そ
う
に
説
明
す
る
。
池
袋
駅
か
ら

線
路
上
を
駆
け
抜
け
、
明
治
通
り
に
消

え
た
中
核
派
の
軍
団
だ
ろ
っ
か
。
角
材

は
持
っ
て
い
な
か
こ
に
は
ず
だ
が
（
後

で
わ
か
っ
た
の
だ
が
、
途
中
の
材
本
店

で
拝
借
し
た
そ
う
だ
）
。

　
一
昌
聊
の
前
ま
で
歩
を
巡
ぶ
と
、
目

を
開
い
て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
催
沢
が

ス
が
ツ
ー
ち
こ
め
、
装
甲
車
が
物
々
し
く

並
び
、
機
動
隊
が
あ
わ
た
だ
し
く
動
い

て
い
る
。
戸
塚
署
が
襲
撃
さ
れ
た
ら
し

い
。
入
口
か
ら
政
人
の
白
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
字
生
か
護
送
車
に
乗
せ
ら
れ
る
と
こ

ろ
だ
っ
た
。
も
し
か
し
た
ら
…
…
…
り
。

　
戸
塚
の
交
冷
点
で
は
、
白
ヘ
ル
の
反

戦
派
労
働
ｔ
県
十
政
人
、
機
動
隊
の
輸

送
車
に
詰
め
込
ま
れ
て
い
た
。
最
後
の

一
人
が
逃
げ
よ
う
と
す
る
と
、
機
動
隊

や
私
服
刑
事
五
、
六
人
が
、
舗
道
の
群

衆
の
抗
議
の
声
も
聞
か
ず
に
、
目
茶
苫

茶
に
町
鏃
る
。
も
し
か
し
た
ら
、
こ

の
人
が
内
臓
破
裂
で
重
体
の
北
川
四
郎

さ
ん
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
第
一
小
隊
、
速
く
来
い
ノ
・
も
た
も

こ
ふ
な
／
」
機
順
に
励
極
者
に
か

せ
り
の
色
が
目
立
つ
。
亦
田
馬
場
駅
前

で
、
’
中
核
派
の
学
生
と
労
働
者
に
粉
砕

さ
れ
て
、
こ
こ
以
で
後
退
し
た
の
だ
ろ

う
。
体
制
を
立
て
直
し
高
田
馬
場
駅
へ

迫
撃
す
る
も
の
す
ご
い
数
の
機
動
隊
。

　
「
機
動
隊
カ
エ
レ
／
」
路
地
に
あ
ふ

れ
た
先
進
的
な
群
衆
か
ら
ヤ
ジ
が
飛

ぶ
。
「
後
ろ
の
方
で
、
女
の
コ
み
た
い

に
モ
ソ
モ
ソ
言
わ
な
い
で
励
へ
出
て
こ

い
／
・
バ
カ
ヤ
ロ
ー
。
」
荷
い
機
動
区
員

が
す
ご
む
。

　
高
田
馬
場
駅
前
で
は
、
道
い
っ
ぱ
い

に
群
衆
が
広
が
り
、
騒
然
と
し
て
い

た
。
激
戦
の
あ
と
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ

つ
け
る
よ
う
に
、
通
り
の
片
す
み
に
忘

れ
ら
れ
た
祓
勁
隊
の
防
石
用
の
網
。

　
罵
ぴ
同
座
言
句
新
宿
方
向
に
進

む
。
何
方
か
ら
二
人
に
い
で
汐
い
て
来

る
機
働
に
と
日
ヘ
ル
メ
ッ
ト
。
約
三
十

人
の
回
戦
沢
労
働
者
。
昔
い
女
の
コ
の

顔
も
見
え
る
。
こ
れ
蝸
で
、
者
目
白
イ

ン
テ
リ
早
矢
猷
只
に
隋
え
て
い
た
労

働
者
が
、
宇
万
一
詑
ん
で
機
測
隊
と
対

決
す
る
と
い
う
階
級
闘
争
の
以
伺
彩
態

が
お
と
ず
れ
っ
つ
あ
る
の
だ
。
低
徊
隊

員
に
連
れ
て
い
か
れ
亘
人
一
人
の
顔

に
、
「
た
と
え
職
を
失
な
っ
て
も
、
労

働
者
階
級
の
解
放
の
た
め
に
最
後
ま
で

闘
う
」
と
い
・
っ
決
鳶
が
み
ご
ご
っ
て
い

に
。

　
突
如
、
通
り
い
っ
ぱ
い
に
燃
え
土
が

る
火
炎
ビ
ン
の
災
。
迫
・
っ
統
勲
隊
。
巡

げ
る
民
衆
。
横
倒
し
に
な
っ
た
粛
ｍ
車

三
白
…
…
。

　
一
歩
一
歩
迎
む
に
っ
れ
て
、
緊
迫
感

が
み
な
ぎ
っ
て
く
る
。
ネ
オ
ン
の
消
え

た
民
衆
の
街
・
新
宿
は
も
ろ
す
ぐ
そ
こ

だ
っ
た
。

何
か
を
待
つ
群
衆

Ｉ
新
宿
東
ロ
ー

　
午
後
八
時
頃
、
「
ト
よ
ノ
ツ
」
は
ま

だ
「
ド
ー
ナ
ツ
に
で
は
ご
か
っ
か
。
東

口
広
場
に
は
、
戦
闘
服
で
身
を
く
る
ん

だ
機
制
限
、
ネ
ク
タ
イ
を
し
て
「
自
警

団
」
と
い
う
然
栄
将
け
た
お
兄
さ
ん

述
、
学
生
胆
や
セ
ー
ラ
’
Ｉ
服
を
頁
乞

い
奴
等
、
い
ろ
い
一
ご
タ
イ
プ
の
集
団

が
い
た
。
彼
ら
は
、
普
段
と
同
じ
よ
う

に
、
世
間
話
を
し
た
り
、
機
動
］
隊
を
や
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じ
っ
た
り
し
て
い
た
が
、
何
か
毎
待
っ

て
い
る
の
が
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ

た
。

　
午
後
四
Ｕ
否
、
「
ド
ー
ナ
ツ
」
が

「
ド
ー
ナ
ツ
」
に
な
り
は
じ
め
た
。
機

船
］
に
の
群
衆
規
制
が
始
ま
っ
た
の
だ
。

そ
こ
か
し
こ
で
、
い
つ
も
の
如
く
。

　
。
な
ん
で
勤
か
な
き
や
な
ら
な
い
ん
だ

よ
″
媛
働
隊
カ
エ
レ
″
等
の
声
が
、

と
び
か
い
、
ジ
ュ
ラ
ミ
ン
の
楯
で
道
路

を
叩
く
音
が
、
間
こ
え
て
く
る
。
口
で

は
負
け
て
い
な
い
ん
だ
が
、
勁
烈
的
に

3）

群
衆
は
整
理
さ
れ
て
い
き
、

　
　
　
．
　
　
．
～
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ａ
‐
　
．
ａ
＆
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１田の封鎖、解除される（10月16日）　Ξ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

・21に備えて、拠点一掃を狙う国家権力Ξ
．
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Ｓ
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弓採択した。
－
－
ﾖﾐ　①佐藤訪米反対②安保廃棄③北方領土

－
一
言　返還　④沖縄即時無条件返還　⑤在日米軍

－一
回　基地撤去　⑥各国と平和条約締結　⑦日中

－
∃1　国交回厦

一目▼夜間体制打破（10月20日）

三　９月７、８日の機動隊導入以来、夜間の立

一
毫入りが禁止されている三田校舎で20日夕方か

ー－
回ら大学院生が明日に控えた10 ・ 21闘争をふま

ー
回えて、夜間ロックアウト体制打破の闘争を行

－
言ない、翌日の午前２時半まで研究室に残った

ー－
言が職員により排除された。

言▼慶大衆共闘総決起集会（10月20日）

言　日吉ではこの日、経済２－Ｈ主催による学

三部集会とそれと同時に変大全共闘総決起集会

法
学
部
教
授
会
ま
た
処
分

朝
賀
君
（
Ｅ
靉
）
に
退
学

が、中庭で行なわれた。途中革マル派系の学

生が10人程度登場したが、全共闘派学生に追

い払われ、以後姿をみせない。

10月16日
　　？
11月５日

デスク

日　誌
　　　　　　　　　　　　　へ

▼全国で実力闘争（10 ・ 21）

二
Ｉ
一
一
こ
一
一
一
一
］
一
一
一
｝
一
二
一
二
Ｉ
Ξ
一
Ξ
一
一
一
一
一
一
一
三
こ
一
一
一
一
一
一
Ξ
一
こ
一
二
コ
ー
一
一
‐
．
一
二
Ｉ
一
こ
一
二
Ｉ
一
一

試
験
妨
害
を
理
由
に

　
授
業
再
開
阻
止
の
ご
憐
に
て
行
な
言
言
馳
阻
止
ふ
抽
出
に
皆
崩
放
浪
学
科
二
年
の

朝
賀
伸
一
君
が
十
月
十
七
日
０
教
授
会
で
無
期
停
学
、
ざ
・
ら
に
十
一
月
一
日
に
は
退
学
処
分

に
処
せ
ら
れ
た
。

一

一

　
法
学
部
政
治
学
科
三
年
Ｅ
組
の
朝
賀

伸
一
君
が
十
月
十
七
日
の
法
学
部
の
教

授
会
で
無
明
停
学
処
分
に
決
定
、
二
〇

日
の
翔
と
の
呼
び
出
し
面
談
で
Ｉ
、
二

ケ
月
の
自
宅
特
則
の
様
子
に
よ
っ
て
は

処
分
解
除
の
条
件
つ
き
で
、
無
月
停
学

に
な
っ
た
。

　
処
分
の
理
由
は
、
法
学
部
、
宮
沢
教

授
・
犯
罪
学
の
試
験
妨
害
。

▼
事
実
経
過

　
大
学
式
法
粉
砕
に
端
を
発
し
た
闘
争

は
Ｍ
休
み
開
け
の
九
月
、
三
田
へ
の
二

度
に
わ
た
る
機
劃
隊
導
入
、
対
州
解
除

日
吉
ラ
グ
ビ
ー
場
で
の
熟
長
所
信
表
明

集
会
、
三
田
で
の
授
業
強
行
へ
と
、
収

拾
低
回
強
行
さ
れ
て
き
た
。

　
学
生
大
会
で
ス
ト
を
決
議
し
た
、
三

田
文
・
経
済
学
部
は
大
学
高
浩
粉
砕
・

授
業
再
開
粉
砕
・
自
主
改
革
路
綿
粉
砕

の
も
と
に
授
業
阻
止
、
討
論
集
会
が
慶

大
全
共
闘
の
も
と
に
闘
わ
れ
て
き
た
。

　
▼
そ
の
問
題
点

　
こ
の
よ
う
な
一
連
の
流
れ
の
中
で
、

　ゲバルトローザ

　には負けないワ

(アメリカＳＤＳの女学生)

　
　
　
　
一
一
一

Ｉ
ｐ
ｌ

今
回
の
問
題
を
把
え
て
み
る
な
り
ぱ
、

授
業
、
ご
回
崔
一
の
行
湖
は
、
単
た
る

物
理
的
妨
害
と
い
う
次
元
で
語
ら
れ
る
’

べ
き
も
の
で
は
こ
い
だ
ろ
う
し
、
特
殊

雨
詣
の
問
眉
で
も
≒
く
、
さ
ら
に
特

殊
、
朝
賀
召
い
問
浬
と
し
て
だ
け
で
は

語
ら
れ
ろ
ベ
グ
呂
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
。

　
問
題
は
二
つ
で
あ
ろ
う
。
一
つ
は
九

月
九
日
の
７
大
金
器
回
収
以
来
、
事

務
局
長
と
し
て
闘
っ
て
い
ろ
朝
賀
君
を

無
明
停
学
に
す
る
と
い
う
恣
意
性
。
慶

大
全
共
闘
、
事
務
筒
長
個
人
を
通
し
て

の
慶
大
全
共
闘
そ
の
も
の
へ
の
攻
９
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
1
0
・
９
１
］
の
前

日
に
処
分
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
も
考

え
合
わ
せ
る
と
、
「
権
力
と
一
体
と
な

っ
た
事
前
攻
撃
」
と
み
ら
れ
て
も
仕
方

あ
る
ま
い
。

　
第
二
の
問
題
と
し
て
は
、
東
大
闘
争

の
発
端
と
し
て
あ
っ
た
処
分
問
題
（
学

生
の
身
分
の
問
題
）
が
、
全
体
的
な
流

れ
の
申
で
政
革
の
動
き
を
示
し
て
お
り

今
回
の
処
分
の
過
程
が
、
教
授
会
決
定

↓
説
得
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
り
、
処

分
改
革
の
流
れ
に
逆
行
す
る
も
の
と
い

え
よ
う
。

　
さ
ら
に
そ
れ
は
、
処
分
が
タ
テ
割
り

の
学
部
教
授
会
で
決
定
さ
れ
る
た
め
、

各
学
部
に
よ
る
処
分
基
準
は
定
ま
っ
て

お
ら
ず
（
昨
年
の
米
資
闘
争
の
処
分
も

法
学
部
三
名
。
他
学
部
ゼ
ロ
）
、
処
分

が
政
治
的
道
具
と
し
て
機
能
し
て
い

る
。

　
▼
そ
の
後
の
動
き

　
無
間
停
学
処
分
に
さ
れ
た
朝
賀
伸
一

君
は
、
十
月
三
日
の
親
子
と
も
の
出
頭

命
令
が
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
無
期
停
学

に
よ
る
「
構
内
立
入
禁
止
を
無
視
し
、

種
々
の
暴
力
的
破
壊
」
行
和
一
か
押
田
に

十
一
月
一
日
に
退
学
処
分
に
な
っ
た
。

無内容な質疑応答

教授会主催の経済学部集会

　
十
月
十
Ξ
日
の
尽
冊
州
解
除
以
来

ほ
と
ん
ど
の
学
部
で
授
業
が
再
開
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
独
自
の

方
針
を
と
り
、
授
業
の
再
開
を
見
合
わ

島
鰯
び
回
一
。
部
長
が
現
在
の
大
9
:
紛
争

に
関
ず
る
一
般
的
な
見
解
を
述
べ
た
。

次
に
、
経
済
学
部
の
三
人
の
教
員
か
ら

今
回
の
吻
応
に
お
け
る
祠
争
″
に
つ

い
て
の
見
所
が
述
べ
ら
れ
た
。
こ
こ
で

注
目
さ
れ
た
の
は
、
「
実
力
で
打
消
を

解
除
し
た
の
は
ス
ト
ラ
イ
キ
が
形
似
化

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
た

点
で
あ
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
八
月

や
九
月
に
は
日
吉
の
バ
リ
ケ
ー
ー
ド
同
に

一
人
も
学
生
か
い
な
か
っ
た
」
こ
一
を

あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
「
学
生
が
宍
だ

ス
ト
ラ
イ
キ
に
賛
成
な
ら
、
打
消
伺
‥
除

の
後
に
す
ぐ
学
生
大
会
を
開
き
、
ス
ト

続
行
を
決
め
た
だ
ろ
う
。
」
と
い
・
っ
窓

見
仏
飛
び
出
し
た
。

　
晟
後
に
、
黒
川
教
授
や
坂
本
教
授
ら

か
ら
、
学
部
改
革
に
関
す
る
吼
解
か
述

べ
ら
れ
、
質
疑
応
答
に
移
っ
た
。

　
一
方
、
十
時
五
十
分
頃
、
フ
ロ
ン
ト

系
学
生
（
一
岨
揃
財
、
仝
学
び
等
）
約

十
人
が
記
念
館
へ
の
突
入
を
図
っ
た

が
、
教
職
員
や
貿
識
鶴
学
生
（
右

翼
、
日
共
民
青
そ
の
他
）
に
阻
ま
れ
、

会
場
外
に
た
た
き
出
さ
れ
た
為
、
入
口

付
近
は
騒
然
と
し
て
い
た
が
、
質
疑
応

答
が
始
ま
っ
た
十
一
時
半
に
、
突
然
、

黒
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
政
人
が
鍵

の
か
か
っ
た
ド
ア
ー
の
ガ
ラ
ス
を
鉄
パ

イ
プ
で
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
に
こ
わ
し
、
ガ

ラ
ス
が
飛
び
敵
り
、
会
場
内
は
騒
然
と

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
情
況
の
中
で
行
な
わ
れ

｀
隨
延
ぶ
Ｉ
．
ぶ
、
「
Ｉ
！
男
と
ま
瞼
自

に
ぷ
琴
再
会
を
見
合
わ
せ
ぶ
玉
請

君
の
畠
図
示
　
ヽ
っ
た
。
」
と
い
う

良
心
的
な
ポ
ー

四
い

と
り
、
「
大
学
ツ
ー

法
が
成
立
し
た
現
在
、
経
済
学
部
は
独

自
に
学
部
改
革
を
行
な
い
た
い
。
」
と

い
・
っ
学
部
月
と
、
一
「
学
生
参
加
を
認
め

て
下
さ
い
。
」
七
か
「
畷
勲
作
導
入
を

自
ご
批
判
せ
よ
」
と
か
「
早
く
授
業
を

始
め
ろ
」
と
い
・
箪
生
月
と
の
無
内
容

な
計
諭
で
あ
っ
４

　
不
毛
な
質
誌
奔
の
・
役
、
「
十
月
二

九
日
か
ら
授
器
蒼
朗
す
る
。
前
司
の

試
験
は
授
業
時
闇
中
に
す
る
。
後
明
の

試
験
は
二
月
三
石
か
ら
行
な
い
、
補
講

は
し
な
い
。
」
と
い
爪
玉
目
秤
が
述

べ
ら
れ
、
一
時
博
一
、
散
会
し
た
。

　
　
　
　
一
こ
の
日
の
質
疑
応
召

一
短
…
説
こ

全
く
不
毛
な
も
の
に

終
始
し
た
狸
由
ど
し
て
、
「
の
寂
研
学

曇
殺
今
郷
‥
与
大
学
政
革
な
る
も
の

は
、
日
共
・
民
一
息
看
ヲ
系
の
学
生
は

別
と
し
て
、
大
Ｊ
’
の
学
生
が
関
心
を
示

す
問
題
で
は
な

い
｛っ

た
こ
と
②
そ
も
そ

も
日
吉
の
無
明
限
バ
リ
ス
ト
は
大
学
立

法
を
国
会
で
通
過
さ
せ
な
け
れ
ば
延
命

で
き
な
い
よ
う
な
現
在
の
体
制
そ
の
も

の
を
否
定
す
る
永
続
的
な
政
治
ス
ト
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
③
そ
れ
を
学
内
的
な

改
革
の
問
題
に
睦
え
た
教
授
会
に

対
し
て
、
学
生
｀
萌
確
な
批
判
を
成

し
得
な
か
っ
た
ｙ
乞
」
の
三
点
が
あ
げこ

の
集
会
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報
道
言
語
。

そ
の
限
界
’

　
八
・
一
五
記
念
集
会
で
森
崎
和
江
は

「
｀
［
葉
は
信
じ
な
い
。
お
前
は
Ｉ
．
‥
葉
を

通
し
て
何
か
を
や
っ
た
。
一
。
滅
と
い
う

ぬ
に
は
お
靭
た
ち
の
一
つ
の
共
同
体
的

な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
わ

れ
わ
れ
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
入
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
っ
て
、
そ
こ
と
全
く

違
っ
た
と
こ
ろ
で
生
一
て
い
る
の
に
、

そ
の
中
に
お
前
た
ち
は
わ
れ
わ
れ
の
虚

像
を
持
ち
込
ん
だ
ん
だ
」
と
言
っ
た
。

　
（
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
八
月
八
十
一
日
号

Ｉ
座
新
前
号
四
面
の
原
点
）

　
情
報
の
総
量
は
、
高
度
工
業
社
会
の

発
達
に
伴
い
、
加
速
度
的
に
増
大
し
、

情
報
社
会
へ
と
急
転
換
し
つ
つ
あ
る
。

　
戦
後
民
主
主
義
の
効
用
と
し
て
、
情

傾
氾
濫
の
状
況
が
、
価
値
感
の
弓
洋
一
化

を
精
神
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
定
着
化
し
、

一
擲
混
迷
を
誘
発
す
る
。

　
言
葉
を
創
出
し
た
も
の
は
、
原
始
的

に
行
為
で
あ
り
、
反
乱
で
あ
っ
た
。
し

か
し
言
葉
が
実
存
を
開
始
す
る
と
、
既

成
の
範
騎
に
と
り
こ
司
れ
体
制
化
す

る
。

　
言
葉
を
所
有
す
る
者
は
そ
の
共
同
体

内
で
闘
う
。
言
葉
の
不
信
は
言
葉
の
過

剰
を
生
む
。
他
方
、
言
葉
を
見
放
し
た

個
人
は
、
最
低
限
人
間
凛
々
泌
寅
心

胆
噴
を
物
白
安
の
氾
濫
の
下
で
精
神

的
ご
煙
箔
被
り
、
呻
吟
き
に
似
艶
陽

び
穏
同
と
外
に
発
す
る
。
づ
‥
乖
：
…
…

「
特
則
は
死
ね
／
」

　
破
壊
と
い
う
［
行
為
］
が
、
［
一
。
犬
‥
が
Ｉ
］

の
氾
混
を
引
起
し
、
そ
う
し
た
。
一
。
蚤
の

過
剰
こ
ぞ
が
、
か
え
っ
て
‥
よ
と
行
為

の
対
他

一 一
い
ろ
現
代
・
の
基
本
的
代
一
睨
を

糾
問
に
し
た
。

　
十
・
二
Ｉ
国
原
図
琴
・
Ｉ
で
負
傷
し

た
機
勲
区
員
は
、
賓
娠
一
の
延
長
上
で
価

値
ぶ
の
多
様
性
を
Ｊ
い
識
し
、
行
為
の
多

祥
性
に
百
て
考
凡
だ
。
［
。
一
。
斌
が
多
す

ぎ
る
。
口
葉
が
信
ん
じ
ら
れ
な
い
。
み

ん
ご
、
自
分
が
一
番
正
し
い
と
思
い
、

一
番
適
切
だ
と
思
っ
爪
・
‥
葉
庶
鴛
て

い
る
。
だ
が
、
恍
ぅ
べ
き
言
葉
が
な
く

な
っ
た
時
、
残
る
の
は
憎
し
み
だ
け
。

力
と
力
、
暴
力
だ
け
が
横
行
す
る
。
」

（
サ
ン
デ
ー
毎
日
十
一
月
九
日
号
）

　
言
葉
の
復
権
は
、
言
葉
自
体
の
中
に

も
、
言
葉
階
級
者
に
も
不
可
能
だ
。
言

語
行
為
者
の
、
熾
烈
ご
生
存
権
獲
得
の

||II1111sllllmⅢⅢ111mumllllsl

模
索
、
試
行
錯
誤
以
外
に
か
い
い
で
は

な
い
か
。

　
窯
問
の
ズ
万
人
武
装
軟
鯛
に
に
よ
る

根
力
側
の
日
常
的
桟
俵
令
、
特
に
十
・

一
一
一
八
日
の
令
帽
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
態

勢
下
に
あ
っ
て
、
頁
。
示
寂
煙
ふ
こ

と
は
客
傾
的
に
困
難
で
あ
り
刄
醜
情

勢
は
排
除
さ
れ
て
い
る
）
、
よ
し
て
警

視
庁
配
布
（
夕
可
）
の
服
遊
説
を
し
た

商
業
新
聞
記
者
が
、
穴
畑
ビ
ン
、
投
石

と
催
涙
弾
の
投
び
か
う
巾
開
位
置
か
り

ぞ
の
衝
突
‥
Ｈ
暴
力
と
い
う
平
面
図
を
描

き
、
事
実
を
表
示
す
る
し
か
術
が
な
い

の
も
当
烈
と
い
え
る
。
表
現
上
の
位
相

は
、
ぷ
実
の
位
相
を
決
定
す
る
。
そ
れ

自
体
戦
後
尽
玉
義
体
制
の
崩
壊
的
終

焉
を
告
げ
て
は
い
た
よ
う
だ
。

　
中
立
（
と
言
っ
て
も
現
実
は
、
烈
間

上
学
的
な
紙
面
上
の
量
的
平
均
化
し
串

衡
調
整
）
を
標
榜
す
る
商
業
紙
を
し
て

§
が
対
外
的
陥
？
作
用
を
為
し
た
の
か

７
・
１
５
号
「
沖
縄
返
還
の
軍
｛

事
的
見
地
と
そ
の
重
大
さ
」
１
０

・
１
５
号
「
情
況
を
主
体
化
し
、

十
一
月
決
戦
を
我
が
手
に
」
、

「
十
一
月
決
戦
、
何
を
な
す
べ

き
か
」
を
通
じ
て
、
安
保
・
沖

縄
論
を
展
開
し
て
き
た
が
、
今

回
は
、
１
０
・
2
1
の
結
果
と
展
望

を
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
報
道
機
関
、

学
生
、
一
労
働
者
を
素
材
と
し

て
、
述
べ
て
い
き
ま
す
。

　
わ
れ
わ
れ
の
戦
い
は
、
今

　
″
治
安
″
と
″
秩
序
″
の
名
の

も
と
で
、
弾
圧
さ
れ
て
い
る

が
、
き
た
る
十
三
日
か
ら
の
斗

争
に
は
、
十
・
二
Ｉ
を
上
ま
わ

る
質
と
蚤
を
も
っ
て
、
勝
利
を

か
ち
取
ろ
う
。
す
べ
て
の
矛
盾

を
権
力
へ
。
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賄
方
伺
化
け
何
故
邨
ぶ
・
？

　
邨
息
頌
員
今
は
、
十
・
一
二
に
於

け
谷
ふ
会
的
ヤ
翼
（
今
一
共
闘
、
げ
域
青

年
禿
見
当
働
言
の
申
請
し
た
集
会

デ
但
三
切
禁
化
し
た
。
こ
れ
は
今
年

の
四
・
二
八
沖
喝
デ
ー
に
継
ぎ
、
憲
法

の
詐
ず
「
集
会
・
表
現
の
自
由
」
を
も

琴
っ
全
く
不
当
な
弾
圧
で
あ
り
、
革
命

的
ヅ
翼
が
当
然
に
も
抗
議
し
、
直
接
行

勲
に
よ
ろ
・
権
利
奪
取
を
訴
え
た
の
だ
。

　
推
力
は
、
国
民
の
行
動
の
権
利
と
自

由
を
今
一
面
的
に
奪
い
、
革
命
的
穴
翼
の

あ
ら
坤
昌
行
列
を
非
合
法
と
し
、
逮
捕

を
正
当
化
す
ろ
為
の
合
法
的
根
拠
を
そ

こ
に
置
こ
う
と
し
た
。
逆
に
国
民
を
戒

厳
令
を
リ
ト
マ
ス
と
し
て
分
断
し
て
し

か
匹
‥
備
が
出
来
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
こ

そ
社
共
デ
モ
は
、
整
然
と
出
来
た
の

だ
。

　
「
新
穴
翼
」
内
で
唯
一
許
可
さ
れ
た

べ
半
速
デ
モ
は
、
権
力
の
予
想
を
大
き

く
ヒ
回
り
初
参
加
考
だ
け
で
も
数
干
（

朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
十
一
月
二
日
号
）
、

全
体
で
二
万
人
に
近
く
、
故
に
デ
モ
Ｍ

後
備
の
各
大
学
べ
平
連
、
ノ
ン
セ
ク
ト

系
各
全
共
闘
に
対
し
、
参
加
者
を
し
て

「
挑
発
な
な
ん
て
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
弾

Ｆ
そ
の
も
の
だ
。
」
　
（
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ

十
一
月
七
日
号
）
と
Ｉ
。
［
わ
し
め
た
ほ
ど

国
電
飯
田
橋
駅
出
札
口
に
押
し
つ
け
て

小
突
い
た
の
だ
。
各
ブ
ル
シ
ン
は
、
こ

れ
几
玉
が
投
石
し
、
バ
リ
ケ
ー
ド
を

築
こ
う
と
し
た
か
ら
だ
と
い
う
警
視
庁

発
表
を
客
朧
的
軍
営
ご
と
く
報
じ
、

前
掲
の
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
の
み
現
場
記
者

の
目
撃
し
た
事
宍
を
述
べ
て
い
る
。

　
こ
っ
し
・
た
規
制
と
い
う
名
の
通
例
襄

備
は
、
十
・
二
Ｉ
に
始
っ
た
こ
と
で
は

な
い
。
昨
年
の
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
佐

世
保
寄
港
阻
止
闘
争
、
今
年
の
ア
ス
パ

ッ
ク
粉
砕
闘
争
等
、
洞
門
新
聞
で
叛
り

扱
わ
れ
た
も
の
以
外
に
も
あ
る
。
最
近

の
十
・
十
竺
行
司
で
も
、
べ
不
運
な

ど
の
市
民
団
体
と
分
断
し
た
役
、
仝
共

閥
先
頭
の
中
核
渥
に
は
礼
一
申
的
な
弾
圧

が
行
な
わ
れ
、
樋
湖
隊
員
の
暴
行
を
見

な
が
ら
指
揮
者
は
、
ジ
グ
ザ
グ
デ
モ
も

し
て
い
な
い
全
共
闘
に
「
ジ
グ
ザ
グ
デ

モ
は
祁
公
安
条
令
違
反
で
ず
。
」
を
繰

り
返
え
す
ぱ
か
り
だ
っ
た
。

　
さ
ら
に
弾
圧
は
、
検
問
自
体
の
一
般

化
（
禎
神
的
・
肉
体
的
に
市
民
を
拷
問

し
、
闘
争
主
体
化
を
訪
ご
、
分
断
し
た

上
で
、
活
惣
丞
逮
捕
す
る
）
に
象
徴

さ
れ
る
ご
と
く
、
警
察
国
家
へ
と
移
行

す
る
前
提
的
性
格
を
帯
び
て
丈
だ
。
前

九
大
江
頌
宣
井
上
正
治
氏
の
一
年
半

前
の
予
言
的
危
慄
は
、
現
実
と
な
っ

た
。
法
に
基
づ
か
な
い
警
備
が
慢
性
化

し
た
時
、
亡
宍
だ
っ
た
黙
問
が
甦
る
、

不
安
が
、
飛
固
化
し
た
時
は
も
ろ
遅

い
。

　
群
衆
を
、
純
粋
群
衆
（
見
物
入
）
意

ｙ
群
衆
（
反
権
力
意
識
を
持
つ
ほ
一
物
人

行
動
者
）
擬
装
群
衆
（
ゲ
リ
ラ
豚
）
に

不
明
確
な
ま
ま
分
け
、
昨
年
の
騒
乱
罪

で
は
な
く
、
千
人
以
上
逮
捕
す
る
為
に

不
退
散
罪
を
発
動
し
、
群
衆
を
包
囲
し

全
員
逮
捕
す
る
と
い
う
騒
乱
予
防
罪
的

自1§1111111111mllmll圃1111111111mlll1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111U111111111旧1111111111111

　
商
業

新
間
に

は
典
型

的
な
社

争
・
住
宅
擲
７
中
小
企
柔
の
倒
産
・

地
価
高
騰
・
公
害
・
社
会
保
障
問
浬

・
教
育
問
題
丿
都
市
問
題
他
あ
２
」

あ
ら
ゆ
る
翼
に
直
結
し
た
政
治
的

説
の
夕
　
問
題
は
な
ん
ふ
解
決
さ
れ
な
い
。
な

イ
プ
と
　
ぜ
な
ら
ば
政
丿
白
民
完
に
と
っ
て
、

い
う
も

の
が
あ

る
。
一

見
左
翼
的
茫
Ｔ
ズ
を
た
り
な
が

ら
「
政
府
に
疋
当
な
ポ
ー
ズ
を
と
り

な
が
ら
「
政
府
に
正
当
な
措
置
を
切

に
要
望
し
た
い
」
と
か
「
こ
の
問
題

は
慎
重
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
か
い
っ
た
言
葉
で
結
ば
れ
る
そ
れ

で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
Ｊ
者

は
問
題
が
市
一
粟
で
あ
る
と
か
、
新
聞

が
政
府
に
こ
と
訟
蒙
す
る
所
信
表

明
な
ど
も
と
よ
り
聞
き
た
い
の
で
は

な
い
。
社
説
の
諭
理
か
り
・
す
る
と
、

結
局
政
府
が
良
心
的
に
国
民
中
心
の

慾
翠
じ
て
く
れ
る
こ
と
を
利
行
し

棋
手
端
座
し
て
お
Ｉ
詣
㈹
を
国
民
に

要
求
し
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
な
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
い
く
ら
根
気
よ

く
行
と
う
が
、
物
価
問
題
・
交
通
戦

国
民
の
税
金
を
大
企
業
資
本
に
だ
け

ま
わ
す
予
算
や
組
み
、
独
占
戸
ぷ
の

た
め
の
政
治
丿
外
交
を
す
る
こ
と
に

こ
そ
、
政
府
の
一
義
的
な
指
命
が
あ

り
、
目
的
が
あ
り
、
木
質
が
あ
り
、

る
か
ら
に
他
な
ら
な

▼
・
「
急
上
昇
七
比
地
価
を
ど
ー
っ
す
る

の
か
」
（
？
３
）
「
消
費
者
を
禎

桶
的
に
？
条
勢
を
示
せ
」
（
１
０
・

1
2
）
「
予
1
:
許
或
は
社
会
葱
↑
・
物

価
重
点
で
」
愕
・
2
7
）
　
（
い
ず
れ

も
。
朝
日
″
彷
社
説
の
見
出
し
）
と

楽
観
的
な
零
ぱ
か
り
述
べ
て
い
る

が
、
こ
の
偽
｀
八
的
な
論
孤
は
、
そ
う

い
っ
て
さ
え
、
。
け
ば
解
決
す
る
と
い

ろ
よ
う

禰

を
者
に
与
え
る
く

ら
い
が
落
ち
ら
ず
れ
に
し
ろ
ろ
く

な
こ
と
に
は
な
・
り
な
い
。
こ
の
よ
う

れ

6ゝ9

の

. ﾐ ｰ ●挙が原
リ

ｰで挙▼般ずｔ崩脊ンけけ叱ず

に
、
商
業
新
責
は
政
権
交
代
し
な
け
Ｌ

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
Ξ
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
ｔ
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
Ξ
＝
＝
＝
＝
＝

な
暴
挙
に
出
た
。
（
発
動
前
は
七
・
八

百
人
の
逮
捕
者
た
っ
た
）

　
十
・
八
以
後
新
ぢ
ｙ
が
学
生
内
部
に

定
む
し
、
労
働
者
・
一
山
民
の
意
識
筒
と

結
合
し
た
。
労
働
者
、
市
民
が
Ｉ
方
で

ぞ
・
の
両
極
分
解
を
兇
行
し
つ
つ
、
質
量

・
労
学
運
動

１
　

１
役
割
と
方

　
一
〇
こ
一
一
国
際
反
戦
デ
ー
は
、
今

年
九
疋
の
突
出
行
動
か
ら
開
始
さ
れ

た
。
ま
ず
、
十
八
日
の
朝
に
反
帝
学
評

系
の
学
生
が
、
自
民
党
木
部
と
首
相
官

邸
を
９
撃
、
続
い
て
学
生
鮮
攻
戦
線
が

東
京
拘
置
所
に
侵
入
し
た
。
こ
の
様
な

行
動
は
東
京
以
外
の
地
で
も
広
範
に
起

て
い
る
。
鰯
道
機

っ
て
、
ジ
ャ
ー
ナ

ッ
ト
し
て
い
く
の

る
の
だ
。

或Lのｰ
性
■　■　■

夜
、
公
安
調
査

疫
げ
こ
ま
れ
大

が
駅
前
で
火
炎

ピ
ン
を
道
路
に
投
げ
つ
け
、
福
岡
県
庁

で
は
反
帝
学
評
　
の
学
生
が
侵
入
し

た
。
一
〇
・
二

丿
当
日
の
朝
に
は
、
更

に
激
し
く
、
渋
さ
の
日
本
生
産
性
木
部
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ｌ

―

　

－

■
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－
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鮒論辨聞
Ｐ
ｆ

」
と
Ｒ
訟
が
ら
、
饒
舌
の
エ
ミ
リ
４
プ
ロ
ン
テ
（
一
九
世
紀
前
半
の
’

女
流
作
家
で
「
嵐
ケ
丘
」
の
作
者
）
の
ス
カ
ー
ト
に
ラ
イ
タ
ー
で
火
を
つ
け

て
焼
き
殺
す
シ
ー
ン
な
ど
は
、
一
連
の
学
園
闘
争
に
お
け
る
学
生
対
教
師
の

Λ
怨
恨
関
係
Ｖ
を
、
あ
ま
り
に
ヽ
七
賢
解
に
、
あ
ま
り
に
も
見
事
に
象
徴
し
て

い
て
、
戦
慄
を
覚
え
ろ
ほ
ど
だ
。

　
十
月
の
大
阪
市
立
大
学
の
時
計
塔
攻
防
戦
を
全
共
闘
の
あ
る
学
生
は
、

「
漫
画
的
」
と
い
八
。
‥
葉
で
表
現
し
て
い
た
が
、
Ａ
七
十
年
闘
争
Ｖ
に
突
入

し
た
現
在
、
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も
Λ
漫
画
的
Ｖ
な
階
級
闘
争
の
現
実

を
見
せ
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
十
・
二
Ｉ
国
際
反
戦
デ
ー
の
日
、
私
も
「
狼
が

ホ
ー
ろ
ぞ
／
・
狼
が
否
否
／
」
と
い
う
マ
ス
コ
ミ
の
宣
伝
に
乗
せ
ら
れ
て
い
た

が
、
現
わ
れ
た
の
腿
‥
］
外
に
も
か
弱
い
、
あ
わ
れ
さ
を
誘
う
Λ
子
羊
達
▽
で

あ
っ
た
し
、
鬼
火
の
よ
・
っ
に
点
々
と
舗
返
上
に
燃
え
尽
回
ぶ
ハ
炎
ビ
ン
は
明

治
以
来
、
百
年
に
わ
た
っ
て
初
回
さ
れ
続
け
て
き
た
民
衆
の
Λ
怨
雲
Ｖ
の
よ

・
っ
・
に
見
え
た
。
し
か
し
Λ
大
穴
の
原
像
Ｖ
は
マ
リ
ア
ナ
海
溝
よ
り
も
深
く

Λ
子
羊
達
▽
は
そ
の
△
萍
一
河
▽
に
溺
れ
か
け
た
の
だ
。
彼
我
の
力
関
係
は
、

か
よ
う
に
も
Λ
漫
画
的
▽
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
書
い
て
き
て
、
読
者
は
「
ゴ

ダ
ー
ル
で
も
だ
め
だ
」
と
い
う
証
言
、
そ
れ
以
後
の
映
評
の
内
容
と
が
、

矛
盾
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
で
あ
う
っ
。
「
ゴ
グ
ー
ル
で
も
だ
め
だ
」

と
い
八
一
‥
示
一
よ
り
も
、
「
ゴ
グ
ー
ル
は
早
旦
辺
に
予
一
、
一
‥
者
」
で
あ
る
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
予
言
者
と
い
う
も
の
は
常
に
早
過
ぎ
る
も
の
で
あ
り
。

　
「
早
過
ぎ
た
予
言
者
」
と
い
・
言
推
は
形
容
矛
盾
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
あ

え
て
こ
の
言
葉
を
使
う
）
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
か
ら
ト
ロ
ツ
キ
ー
に
至
る
ま
で

予
言
者
の
言
う
こ
と
は
、
大
衆
に
と
っ
て
常
に
Λ
漫
画
的
▽
で
あ
っ
た
し
、
、

Λ
漫
画
的
▽
で
あ
る
が
故
に
、
逆
に
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
苛
ツ
ー
ち
な
が
ら

　
「
○
○
○
○
で
も
だ
め
だ
」
と
い
う
言
葉
を
既
存
棄
て
る
の
だ
。

　
さ
て
、
ゴ
ダ
ー
ル
は
苛
ツ
ー
ち
の
お
兄
で
あ
る
主
観
的
圖
望
と
客
観
的
力
量

　
（
現
実
）
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
べ
き
手
だ
て
を
、
こ
の
映
画
で
は
何
も

提
示
し
て
い
な
い
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ゴ
グ
ー
ル
は
こ
の
映
画
を
最

後
に
映
画
製
作
を
止
め
、
政
治
活
動
に
乗
り
出
す
の
だ
母
っ
だ
。
恐
ら
く
、

ゴ
グ
ー
ル
も
苛
立
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
埋
め
発
い
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
ろ
た
め
に
、
彼
が
発
見
し
た
、
彼
な
り
の
手
だ
て
て
な
の
で
あ
ろ
つ
。
し

か
し
な
が
ら
、
私
は
、
そ
の
た
め
の
手
だ
て
と
し
て
政
治
活
動
よ
り
も
Λ
昼

寝
Ｖ
の
方
を
選
ぶ
。
数
年
で
目
覚
め
る
こ
と
に
な
る
の
か
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
で
目
覚
め
る
こ
と
に
な
る
の
か
解
か
ら
こ
い
が
？
　
恐
ら
く
ハ
皿
泰
Ｖ
に

（
ル
ム
ン
バ
）

磨
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法
学
セ
ミ
ナ
ー
・
臨
時

刊

安
保
条
粉
右

一
九
七
〇
年
の
安
保
条
約
の
選
択
を
目
稗

の
情
勢
は
日
ご
と
に
緊
迫
の
度
を
加
え
つ

安
保
問
題
の
前
提
と
な
る
政
治
・
経
済
こ

し
く
と
き
あ
か
し
、
さ
ら
に
安
保
条
約
に
Ｉ

そ
の
成
立
史
、
決
解
釈
の
裏
打
ち
を
も
っ
・

た
も
の
で
、
安
保
学
習
の
テ
キ
ス
ト
と
し
・

70

年

問

題

の

基

礎

米
ア
ジ
ア
戦
略
・
岡
倉
吉
志
郎
教
育
宍

沖
縄
と
安
保
・
田
畑
茂
二
郎
治
安
心

都
市
と
基
地
・
飛
島
田
一
雄
日
本
匹

安
保
体
制
と
法
律
学

　
　
　
　
　
　
　
潮
見
俊
隆
・
長
谷
川
｝

セ■

ミ返
？
安
保
条
約

6 0
’

潮
見
俊
隆
・
長
谷
川
正
安
・
渡
辺
洋

▼
安
保
関
連
文
献
解
題

・
・
・
・
・
こ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
λ

〈
レ
ポ

ー

ト
〉
　
治
安
出
動

゛
゛
｀
一
ｓ
一
｀
ｅ
・
｀
″
｀
」
練
ｅ
鞠
｀

（
資
料
構
成
〉
　
自
衛
隊

と
治
安
出
動

こ
・
・
・
・
・

★
基
地
闘
争
の
現
況

・
・
・
・
．
・
．

Ｅ

．
．
．
・
・
．
・
．
．
・
・
’
．
・
．
・
”

安
保
体
制
年
表

４
一
ｅ
ｌ
ｗ
嚇
ｗ
嶋
ｗ
一
ｅ
ｌ
Ｊ
ｓ
ｓ
軸
尚
梼
一
｛
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
噂

〈
図
表
〉
　
安
保
の
法
体
系
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ｓ
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｀
４
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ｓ
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ｓ
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ｗ
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今
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ｎ
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日
太

j
l
l
l
i
l
l
l
l
l
m
l
．
1
1
1
1
1
1
1
1
m
l
l
l
l
l
l
l
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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1
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1
1
1
1
1
1
1
1
1
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1
1
1
1
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1
1
1
1
1
1
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ｙ

欧
一
変
非
’
司
皐
・
Ｉ
ン
リ
ｌ
ｒ
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街
頭
闘
争
の
烈
日
の
商
業
紙
の
見
出
し
は
、
催
涙
ガ
ス
の

る
の
な
ら
「
暴
力
」
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